
平成３０年度森林・環境基金事業について(報告) 

 

平成２９年度事業の決算額が確定したことに伴い、次の事業について

補正予算による対応を予定しています。 

 

○環境保全林整備事業 

 ・当初の計画では、2,200ha の事業量を想定していたが、要望調査を実

施したところ、当初予算額を大きく上回る要望があったため、９月補

正予算で１億６千６８７万円余を増額して対応する予定。 

 

○里山林整備事業 

 ・当初の計画では、250.17ha の事業量を想定していたが、要望調査を

実施したところ、当初予算額を大きく上回る要望があったため、９月

補正予算で１億３千６６２万円余を増額して対応する予定。 

 

○野生鳥獣害保護管理推進事業 

・カワウ等被害対策支援事業において、捕獲数の増加が見込まれること

から、９月補正予算で５５万円を増額して対応する予定。 

 

○用排水路・河川落差解消支援事業 

・農業用排水路落差解消工事の効率を高めるため９月補正予算で１００

万円を増額して対応する予定。 

区 分 当初計画 補正後（案） 増 減 

事業量 

森林・環境税事業 610ha 1,688ha 1,078ha 

国事業活用 1,590ha 912ha △678ha 

     計 2,200ha 2,600ha 400ha 

事業費（うち、森林・環境税） 
450,120 千円 

(280,000 千円) 

542,619 千円 

(446,876 千円) 

 92,499 千円 

(166,876千円) 

区 分 当初計画 補正後（案） 増 減 

事業量 
里山林整備面積 250.17ha 630ha 379.83ha 

施設改修  7 箇所 10 箇所 箇所 

事業費 200,000 千円 336,622 千円 136,622 千円 

区 分 当初計画 補正後（案） 増 減 

野生鳥獣保護管理推進事業費 155,000 千円 155,550 千円 550 千円 

区 分 当初計画 補正後（案） 増 減 

用排水路・河川落差解消支援事業費 5,000 千円 6,000 千円 1,000 千円 

資料４ 



 


